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提

X 線

蛍光

携帯

原子

分析

研究タイ

  「ホ

氏名：  

職名： 教

所属学会

キーワード

技術相談 

提供可能技

研究内容： 

1）機能性

「ホタテ貝殻

レ砂原料…、

  

①廃食用

③ホタ

2）機能性

④酸化タング

でダイヤモン

④NOX セン

供可能な設備

線回折装置・Ul

光 X 線分析装

帯型成分分析計

子吸光光度計

析走査電子顕微

トル： 

ホタテ貝

古崎 睦／F

教授 

・協会： 日

ド： ホ

技術： 

・

・

・

機能性無機

材料として

殻」の有効利用

としての可能

油(左)から合

テ貝殻焼成物

無機材料

グステンなど

ンド結晶を合成

ンサ用に調製

備・機器： 

ltima IV（リガク

置・Supermini（

計・XL3t-950S

・ZA-3000（日立

微鏡・JSM-651

貝殻」の

FURUSAKI A

日本化学会，

ホタテ貝殻，機

金属や無機

X 線分析装置

南極に関する

機材料の合

ての「ホタテ

用を目指して、

能性を検討し

合成した BDF(

物を用いたペ

料の合成と

の酸化物半

成する手法に

製した酸化タン

 

ク） 

（リガク） 

S（Thermo Fishe

立） 

10LA（日本電子

    

の可能性

Atsushi 

日本分析化

機能性無機材

物質の定性

置や電子顕微

る講演 

合成と評価

テ貝殻」の

、①バイオデ

しています。

(右)     

ペット用トイ

と物性評価

導体素子を様

について検討

ングステン膜

名称

er Scientific）

子） 

 10 mm       

性を探る

E-mail： 

学位： 

学会，日本雪

材料，酸化物

・定量分析

微鏡を用いた

の有効利用

ディーゼル燃料

②ホタテ貝殻

レ砂（左；均

価 

様々な方法で

討しています。

膜        ⑤

称・型番（メー

放射

 

 

 

 

               2.0

貝殻

所属：旭川

る 

furusaki@a

博士（工学

雪氷学会 

物半導体，南極

た分析（異物分

用 

料（BDF）合成

殻を混入したコ

均一混合型、

で調製し、それ

 

⑤基板上に析

ーカー） 

射線計測器・α線

mm           

殻焼成物

川工業高等専

asahikawa-nc

学） 

極 

分析など） 

成触媒や②コ

コンクリートブ

中；3層積層

れらのガス応

析出した炭素

線/β線/γ線用

    2.0 mm

専門学校 

ct.ac.jp 

コンクリート充

ブロック 

層型、右；2層

応答性を調べ

素物質 

用各種（ALOKA

物質化学工

填材、③ペッ

層積層型）

べたり、⑤簡易

A） 

 

 

 

 

 

 

 

 

工学科 

ット用ト

易な方


